


ることが判明した点である。この量は 7世紀後半の製

鉄遺跡としては全国的にも突出しており、

が膨大であったことを裏付けているといえよう。

((賜滋賀県文化財保護協会

大将軍遺跡は、瀬田丘践の先端部に位置する縄文時

代から近世にかけての複合遺跡である。今回、民関開

発に伴い、約610rrlの発掘調査を実施した。主な検出遺

構として、掘立柱建物跡4棟、井戸2基、区画溝など

があるO 特に、井戸1基からは奈良時代後半の多種多

様な遺物が出土した。

井戸は、直径約2.2m、深さ約2.8mの規模で、下膳

から墨書土器を含む奈良時代後半の土器がまとまって

出土した。墨書土器は 3点あり、人名と思われる何回

万呂Jと記す土師器血と須恵、器杯の 2点と「甲久?J 
と記す土師器血1点、である。その他の出土した遺物と

して絵馬、方形の宝珠つまみを意識した葉1点、を含む

曲物蓋数点、柄杓の杓、斎串などの木製品や大型の鉢

と考えられる漆器製品などがある。

中でも絵馬は、縦16.5cm、横26.5cm、躍さO.6cmのヒ

ノキ板いっぱいに右向きの姿が描かれている。上端か

らO.5cm中央よりやや右側の位置には紐を通す穴が設け

られている。馬は、耳や背中、尻尾、足先や鞍などの

輪郭には暴痕が見られるものの、輪郭内については墨

痕や彩色は認められなかったが、紫外線を照射した結

果、何らかの彩色が施されていた可能性がある。また、

板は年輪年代法の測定によって、原木の伐採時期は、

西暦776~800年代に推定され、伴出した土器からも奈

絵鶏

良時代後半のものと考えられる。

本調査区から 14m~まど北東で、平成 5 年度に調査さ

れた井戸の最下層からも、木簡とともに「稲万呂jと

墨書きされた須恵器坪が出土しており、当該調査地域

が「稲万呂jという人物の居宅が存在していた可能性
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と大将軍遺跡内において当該調査地一帯が官舎的施設

の設置区域に充当されていたと推定さ

(草津市教育委員会

ら

せた中に柱跡が密集する弥生中期の遺構が検出され、

周辺より出土する遺物や他遺跡の調査例より、玉っく

り工房跡の可能性が考えられた。

今回の調査地は、その南側に隣接する部分で、同じ

く弥生中期の溝跡や柱跡、土坑等が多く検出された。

前回の調査ほど明確な周溝状遺構は認められなかった

が、不連続の溝に囲まれた柱跡群が検出され、構内よ

り}禄く lもく議う茨巻原石、宝志若、管玉米製品等の玉っく

りに関連する遺物が出土した。このことからγ今回の

調査地でも玉っくりが行われていた可能性が高くなっ

た。

また、調査区西端で幅約 2mの 2 条の溝跡が、 7~

8mの関掃をあけて、平行に南北方向へ延び、て行くの

が確認された。この2条の溝跡の東側では、弥生時代

の遺構が密集して確認されているが、西側では遺構の

存在が認められなかったことから、集落西限を画する

溝であったと考えられる。 2条の溝のうち西鱒の溝は

調査対象地外へ延びて行くため、延長部分を確認する

ことはできなかったが、東側の溝は試掘の結果、南の

方へ延びて行くことが判明した。

今回の調査では、弥生時代の遺構に重複して鎌倉時

代の柱跡、溝跡、井戸跡、土坑等も検出された。これ

まで門ヶ町遺跡の調査では、中世の遺構がまとまって

検出された併はなかったが、当遺跡、が東山道に近接し

て存在することや、中世城郭である渋川城の所在地に

推定されていることから、中世段階に交通の要衝に位

置する大規模な集落が存在していたことが想定できる。

(草津市教育委員会藤居朗)

集落西隈を画する溝跡







(鮒滋賀県文化財保護協会辻JII哲朗)

8鵬下之郷遺跡の内環濃から木製の盾が出土

守山市下之郷町下之郷遺跡

下之郷遺跡は、弥生時代中期後半の環濠集落である。

これまでの発掘調査から、集落規模は 3~9 条の環壕

で閉まれた東西が約420m、南北約370mの範閉にわた

ることが判明した。現在は、国の補助事業で重要遺跡

の確認調査を進めている。発見された盾の出土地点は、

集落北東の多重環濠部分で、もっとも内側の濠の底か

ら大量の土器や木製品などと供に出土した。盾は、全

長105cm、臨上端で36cm、下端で、約30cmを測るもので、

ほほ完全な形を残している。スギの柾臼板4枚を横に

並べ、裏面に 2本の補強材を通し、横物を撚った紐で

縫い合わせている。また、 2本の補強材の中央部には

把手が渡してあり、握りの部分には植物繊維が巻かれ

ている。表板はたいへん薄く作られており、表面に残

る加工痕から鉄製の前手斧で仕上げられたものと推定

楯(裏語) 楯(表頭)

される。表板に使われたのは、木目の細かなスギ材で、

木取りは柾呂取りをしていたため、奈良国立文化財研

究所の光谷拓実氏に年輪年代測定の分析を依頼した。

分析の結果、この盾の板材の 4枚は全て同一の樹木か

ら伐り出されたものと判明し、その内のもっとも新し

い年輪は、紀元前223年に刻まれたものと判定された。

その年代が得られた板材にはお闘の白太が残っており、

さらに外側に25翻の辺材が想定されたため、約37本の

年輪が欠落しているものと推測された。従って、この

盾に使用された樹木が伐採された年代は、推定で紀元

前190~180年頃と判定された。盾が出土した土層から

は、近畿第N様式初頭(回線文出現期)の土器群が多

数出土している。推定伐採年代が、郎、弥生土器の年
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代と結びつけて考えるわけにはいかないが、弥生時代

の暦年代を考えるうえで貴重な資料を追加したといえ

る。

(守山市教育委員会 }II畑和弘)

9.新たに弥生時代中期の集落を発見

守山市勝部町山田町遺跡

山田町遺跡は民間の宅地造成工事に伴う試掘調査に

よって新しく発見された遺跡である。調査地は市立守

山女子高等学校の南隣の水団地で、約3，500ぱを対象に
調査を実施した。

調査の結果、弥生時代中期末とみられる竪穴住居、

井戸、土坑、大溝等遺構や大量の土器が出土し、この

遺跡が当初予想もしなかった弥生時代中期の集落遺跡

であることが明かになった。大講のうち北側の 2条は

円弧状に湾曲しているのに対して、南側の溝は幅 4~

5m、検出面からの深さ1. 5m~2mと規模も大きく、

ゆるやかに湾曲しながら東西方向に延びている。調査

当初はこの講を集落の内と外を分ける溝であると考え

たが、その後溝の外債jからも竪穴住居などが検出され

たことから、集落はさらに南側に広がることが確認さ

れた。ただ、大溝とその他の遺構には一部切り合いの

あるものもあり、遺構の変遷も含め、大溝の性格につ

いては今後の検討課題である。

山田町遺跡の周辺では、ほぽ同時期の方形周溝墓も

数地点で確認されており、この集落が墓域をもったか

なり大きな集落である可能性も考えられる。今後、さ

らに調査が進めば隣接する伊勢遺跡の成立を考えるう

えでも重要な資料となろう。

(守山市教育委員会小島睦夫)

山田町遺跡全景




